
▽
名
前
の
由
来
は
？

―
晴
琉
く
ん
の
晴
は
、
澄
ん
だ
心
で
爽
や
か
な
明
る
い
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
琉

は
、
温
か
く
て
優
し
く
広
い
心
を
持
つ
人
に
な
れ
る
よ
う
に
、
伸
び
伸
び
育
つ

よ
う
に
名
付
け
ま
し
た
。
琉
は
、
宝
と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
、
私
た
ち
に
と

っ
て
の
宝
物
と
い
う
意
味
も
込
め
て
い
ま
す
。

▽
好
き
な
食
べ
物
は
？

―
フ
ル
ー
ツ
、
コ
ー
ン
ス
ー
プ
、
唐
揚
げ
が
大
好
き
で
す
。
唐
揚
げ
は
他
に
目
も

く
れ
ず
食
べ
て
い
る
時
も
あ
り
ま
す
。
今
年
か
ら
小
学
生
に
な
り
ま
し
た
が
、

給
食
は
残
さ
ず
頑
張
っ
て
食
べ
て
い
る
よ
う
で
す
。

▽
好
き
な
遊
び
や
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
？

―
ゲ
ー
ム
も
好
き
で
す
が
、
折
り
紙
な
ど
を
使
っ
た

工
作
も
好
き
で
す
。
外
遊
び
で
は
鬼
ご
っ
こ
が
大

好
き
で
、
親
が
疲
れ
る
ほ
ど
で
す
。

▽
成
長
を
感
じ
る
時
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？

―
小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、
字
が
上
手
に
書
け
る

よ
う
に
な
っ
た
り
、
言
葉
遣
い
が
大
人
っ
ぽ
く
な
っ
て

き
た
り
、
人
の
気
持
ち
を
察
し
て
話
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
グ
ン
と
成

長
し
た
と
感
じ
ま
す
。

▽
ご
両
親
か
ら
ひ
と
こ
と

―
そ
の
ま
ま
の
明
る
く
優
し
い
元
気
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。印

刷
・
製
本
／
㈲
印
刷
文
化
堂

乱
丁
・
落
丁
・
不
刷
の
際
は
お
取
替
え
い
た
し
ま
す
。

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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６６
厚
揚
げ
と
夏
野
菜
の
焼
き
び
た
し

簡
単
に
作
れ
る
本
格
メ
ニ
ュ
ー

素
焼
き
な
の
で
、
さ
っ

ぱ
り
と
い
た
だ
け
ま
す
。

他
に
白
身
魚
や
鶏
肉
を

加
え
れ
ば
ボ
リ
ュ
ー
ム

も
出
ま
す
。

ポイント

材 料 ４人分

厚揚げ １丁

ミニトマト ８個

カボチャ １/８個

シシトウ ８本

乾燥キクラゲ ８個

A

麺つゆ(３倍濃縮)大さじ２

水 90㎖

みりん 大さじ２

白髪ネギ 適宜

作り方

①Aの材料を鍋に入れてひと煮立ちさせ、冷ましておく。

②厚揚げは熱湯をかけて油を抜き、１㎝厚さの色紙切りにする。

ミニトマトはへたを取って洗い、水気を拭く。シシトウは包丁

で切り込みを入れる。キクラゲは水で戻して石突きを切る。カ

ボチャは１㎝厚さに切る。これらをフライパンで素焼きにする。

焦げ色が付いたら、①に浸す。

③②を冷蔵庫で冷やして器に盛り、白髪ネギを天盛りにする。

東京都文京区小石川生まれ。管理栄養

士。日本女子大学大学院食物栄養学専

攻修了。日本女子大学非常勤講師、十

文字学園女子大学非常勤講師、日本フ

ードコーディネーター協会常任理事。

赤堀料理学園校長 赤堀博美

村山市湯野沢

今野 晴琉
は る

くん(６歳)
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第１号議案 令和５年度決算監事監査報告について

第２号議案 令和５年度決算の承認について

第３号議案 組合員表彰および総代会付議案件について

第４号議案 連結業務報告書について

第５号議案 運営委員の選任について

第６号議案 ＪＡバンク経営戦略シートの更新について

第７号議案 大口貸出金の承認について

第８号議案 共済規程の一部変更について

追加議案１ 出資口数の減口承認について

【報告事項】

•理事会への経過報告および行事予定について

•主要勘定・安全性の指標について

•会計監査人の再任について

•(株)みちのくサービスの決算報告について

•地区別総代協議会の開催について

•工事等指名競争入札参加者審査会要領の改正について

•連続職場離脱実施要領の一部改正について

•マネロン等の防止にかかる対応状況について

•令和６年度産米出荷契約取りまとめについて

•令和５年度凍霜害・雹害対策支援の実績について

•肉用牛販売実績報告について

•尾花沢農産加工(有)の決算報告について

•奥羽乳業(株)の決算報告について

第２回理事会が５月24日に開催

主な議案と内容は次のとおりです。梅雨明けの形

子どものたちの夏休みが始まる頃に、鉛

色の空から青空に変わり、ギラギラと太陽

が照り付ける夏がやって来ます。梅雨明け

を境に劇的に天気が変化したという子ども

の頃の記憶があります。

例年、７月後半には各地方で梅雨明けと

なります。太平洋高気圧が南から強まり、

梅雨前線が北へ押し上げられる形で南から

梅雨が明けると、劇的に天気が変化するこ

とが多いです。

梅雨前線が弱まり、消滅して梅雨明けす

ることもあります。梅雨前線が南に下がっ

て梅雨が明けることもあります。この場合、

夏の高気圧に覆われていませんが、形には

こだわらず、晴天が続くことで梅雨明けと

なります。梅雨前線が消滅する形や南へ下

お天気カレンダー

気象予報士 檜山靖洋

がる形は、徐々に青空

が広がり、日に日にじ

わじわと暑くなってい

くイメージです。

近年は、暑い晴天が

続いたと思ったら何日

も梅雨空が戻るなど、

梅雨明けを特定しにく

い年も少なくありませ

ん。

【全体運】家族と過ごす時間を大切
に。レジャープランは気合いを入
れて。華やかなスポットにツキが
あります。おしゃれも吉
【健康運】何でもおいしいとき。食
事はカロリーも意識して
【幸運の食べ物】トマト

【全体運】予定は前倒しで進めまし
ょう。下旬は暑気払いプランを計
画。生活にめりはりをつけるとよ
り充実。メモの習慣が◎
【健康運】口腔（こうくう）ケアに
力を入れて健康寿命アップ
【幸運の食べ物】ナス

【全体運】高め安定運。ルーティン
ワークの効率アップを図りましょ
う。余裕が生まれ、いい思い付き
がありそう。旅行が吉
【健康運】足裏マッサージでリラッ
クス。音楽鑑賞も◎
【幸運の食べ物】シカクマメ

【全体運】勢いのある好調運。イニ
シアチブを発揮すれば、さらに充
実。周りからも感謝されます。人
の集まる席にツキ
【健康運】友人とスポーツを楽しん
で。筋トレもお勧め
【幸運の食べ物】イチジク

【全体運】上昇運。うまくいかない
ことは原因究明から。正攻法が解
決への近道です。交渉は後半が有
利。準備は入念に
【健康運】小魚や牛乳、カルシウム
をしっかり取って
【幸運の食べ物】トウガン

【全体運】コミュニケーション運が
活発化。疎遠になっていた人とも
連絡が取れそう。同窓会などを企
画するのもお勧めです
【健康運】体をまめに動かすのが健
康への近道。ストレッチを
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】思うようにならないこと
が多くいら立ちがちですが、それ
も次第に解消。後半は味方が現れ
ます。友人とお茶を
【健康運】トイレは我慢しないで。
水分補給はたっぷりと
【幸運の食べ物】ゴーヤー

【全体運】困難を乗り越えて結果を
出せます。諦めずに忍耐力を発揮
しましょう。旅行は初めての場所
にツキあり
【健康運】慌てるのはけがのもと。
動作はゆっくりと
【幸運の食べ物】サクランボ

【全体運】スローペースですが進展
が見られます。後半、運勢は大き
く上昇。あなたの望む方向に風向
きが変化。地道に交渉を
【健康運】発酵食品にツキ。納豆や
ヨーグルトで元気に
【幸運の食べ物】シソ

【全体運】運勢は盛り上がりを見せ
ています。一筋縄ではいきません
が、ワクワクするような体験も。
バカンスの予定を立てて
【健康運】楽しみながらできる運動
が◎。体力アップの好機
【幸運の食べ物】スイカ

【全体運】気になることは多そうで
すが、あまり神経質にならないよ
うに。おとなしく待っていた方が
好結果に。掃除が吉
【健康運】有酸素運動がお勧め。外
出時は水筒を携帯して
【幸運の食べ物】ショウガ

【全体運】良好運。前半は大きな追
い風に恵まれます。善は急げで行
動を。後半は話をよく聞き冷静に。
感情的にならないで
【健康運】やったことのないストレ
ッチを試してみましょう
【幸運の食べ物】サニーレタス

▼
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

実
家
が
大
石
田
町
大
浦
で
、
結
婚
を
き
っ
か
け
に
東

根
市
に
住
み
美
容
師
と
し
て
20
年
働
い
て
き
ま
し
た
が
、

以
前
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ
り
40
歳
の
時
就
農
を
決
意

し
ま
し
た
。
実
家
で
は
米
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、

将
来
の
経
営
を
考
え
た
時
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
す

い
か
栽
培
を
選
択
、
先
輩
農
家
の
手
伝
い
か
ら
始
め
ま

し
た
。

▼
現
在
の
仕
事
の
内
容
は
？

今
年
か
ら
す
い
か
を
30
ア
ー
ル
栽
培
し
て
い
ま
す
。

全
て
が
初
め
て
で
、
手
探
り
で
の
作
業
が
続
き
失
敗
の

連
続
で
毎
日
が
勉
強
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
は
先
輩

農
家
や
Ｊ
Ａ
職
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
大
変
さ
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
以
上
に
楽
し
さ
が

勝
っ
て
い
ま
す
。

▼
農
業
の
魅
力
は
？

20
年
間
、
美
容
師
と
い
う
こ
と
で
室
内
で
の
仕
事
で

し
た
が
、
太
陽
の
下
で
の
仕
事
が
出
来
る
こ
と
は
と
て

も
う
れ
し
く
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
農
業
は
す

べ
て
の
こ
と
が
自
分
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
毎
日
の
丁
寧
な
作
業
が
最
後
の
収
穫
に
つ
な
が

り
ま
す
。
自
然
が
相
手
と
い
う
面
は
あ
り
ま
す
が
、
納

得
の
い
く
収
穫
を
目
指
す
た
め
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
す
。

▼
休
日
は
？

子
供
た
ち
が
部
活
や
ス
ポ
少
で
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
応
援
に
行
き
ま
す
。

▼
今
後
は
？

今
年
は
就
農
１
年
目
で
勉
強
の
年
。
最
後
ま
で
や
り

き
り
、
す
い
か
選
果
場
に
も
計
画
通
り
出
荷
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

将
来
は
、
子
供
も
含
め
て
家
族
で
農
業
に
携
わ
れ
た

ら
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
栽
培
技
術
を
勉
強
し
、
高

品
質
で
「
う
ま
い
」
す
い
か
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立

し
た
い
で
す
。
ま
た
、
周
年
農
業
に
も
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ａ
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
今
後

も
情
報
提
供
や
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。
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来月のあなたの運勢 ７月占いコーナー

双子座 ５/21～６/21 蟹 座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22 乙女座 ８/23～９/22 天秤座 ９/23～10/23 蠍 座 10/24～11/22

水瓶座 １/20～２/18 魚 座 ２/19～３/20

モナ・カサンドラ

牡牛座 ４/20～５/20牡羊座 ３/21～４/19

射手座 11/23～12/21 山羊座 12/22～１/19

東根市本丸北

加藤
かとう

望美
のぞみ

さん(42歳)

｢未来のために ～Next Chapter～(次の章へ)｣
ネクスト チャプター

■
理
事
会
だ
よ
り

／
お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
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■
(
今
月
の
表
紙
)
か
が
や
く
農
業
人

／
占
い
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■
特
集

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

自
己
改
革
工
程
表
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■
ニ
ュ
ー
ス
展
望
台
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■
い
き
い
き
子
供
た
ち

土
と
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
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■
み
ち
の
く
ぼ
い
す

／
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
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■
共
済
の
ご
相
談
は
私
た
ち
が
対
応
い
た
し
ま
す
！

ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
紹
介
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■
お
知
ら
せ
掲
示
板
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■
食
卓
を
彩
る
旬
の
レ
シ
ピ

／
お
ら
え
の
め
ん
ご
っ
こ
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ＪＡみちのく村山

自己改革工程表自己改革工程表自己改革工程表
当ＪＡは組合員との徹底した対話に基づいて｢農業者の所得増大｣｢農業生産の拡大｣｢地域の

活性化｣を基本目標とする創造的自己改革の実践に取り組んでおります。

昨年の自己改革の実践につきましては、新規就農者への支援、ネット販売の強化やふるさと

納税返礼品の付加価値販売の拡大のほか、令和４年度から導入しているＪＡやまがたのきゅう

り選果場を利用する越境選果で生産者の作業軽減と圃場管理の徹底、規模拡大へつなげること

ができております。「地域の活性化」の取り組みでは、園児・児童を対象とした農業体験、女

性部を中心とした各種教室の開催、ＪＡまつりや産直所を中心としたイベントの開催で組合員

や地域の方々から一定の評価と今後の企画等に対し一層の期待する声をいただくことができま

した。

今後も地域に根ざしたＪＡであり続けるため持続可能な経営基盤の確立・強化とともに組合

員との対話を通じ総合事業を基本として「不断の自己改革」に取り組んでまいります。

自己改革を実践するための具体的な方針

１．当ＪＡは今後も組合員・地域の方々との対話を深め、変化していくニーズを的確に把握してまいります。

２．農業者の売上の増加・コスト低減につながる担い手目線の取り組みについて、目標および実践具体策の策

定等とあわせて実践し、改革の目的である｢農業者の所得増大｣を実現するほか｢地域の活性化｣にも取り組

んでまいります。

農業者の所得増大・農業生産の拡大

①需要に結びついた米の品種誘導・生産振興の推進

②選果施設を拠点にした銘柄産地の確立

③肥料・農薬の大型規格商品の取り組み

④山形牛の消費拡大運動とネット販売強化

⑤農業融資にかかる相談機能の充実・強化

地域の活性化

①食農教育を目的とした園児・児童を対象と

した農業体験の場づくり

②地域の郷土食・地産地消を目的とした女性

部等の料理教室の開催

③投資信託への取り組みによる組合員・地域

の方々の資産対策

④各種イベント・スマホ教室・セミナー等の

開催による組合員・地域の方々への貢献

３．改革の取り組みと成果について対話等を通じて評価を把握し、次の改革・実行・評価・改善を繰り返す

ことで目標に近づけ、不断の自己改革を着実に実践してまいります。

自己改革の実践と成果について、日々の訪問活動や組合員宅定期訪問・地区別座談会・渉外活動・各種イ

ベント等を通じて｢正組合員とともに地域農業や地域経済の発展を支える組合員｣である准組合員の声も聴く

ことで正准組合員が一体となったＪＡ運営を実現し、組合員の評価を踏まえながら必要な見直しを行い、｢農

業者の所得増大｣と「地域の活性化」につながるよう取り組んでまいります。

管内において、人口減少・高齢化が本格化するなかで、後継者不足による農業者の減少がさらに加速化し、

不安定な世界情勢により生産コストの高止まりが深刻で、地域農業は厳しい状況が続いております。

当ＪＡの農業生産額は横ばいで販売品販売高は150億円前後で推移している状況ですが、今後の経営状況に

ついて過去５年間のトレンド(傾向)を基本として成り行きシミュレーションを行ったところ、令和６年度か

ら事業利益が赤字に転じる内容となりました。赤字の主な要因は、低金利における信用・共済事業の収益減

少並びに、購買事業の収益減少と燃料代高騰等による事業管理費の増加となっております。

当ＪＡでは、これらの課題に対応し健全で持続性のある経営を確保するため、今年度から始まる第十次経

営管理３カ年計画で『未来のために～Next
ネクスト

Chapte
チ ャ プ タ ー

r～』をテーマとし“次の章へ”確実に進み、当ＪＡのめざ

す姿（１．地域農業を守る ２．組合員の暮らしを豊かにする ３．地域の活性化に貢献する ４．持続可能な経

営基盤の確立・強化）を達成するため、活動の３本柱（１．農業生産基盤の強化 ２．ＪＡ経営基盤の確立・

強化 ３．組合員・地域との結びつき強化）を基本とし、各事業の重点実施項目を集中的に実践するほか、

当ＪＡの課題を整理し機構の見直しも含め、役職員で一丸となって取り組んでまいります。

また、令和５年度から実施している全事業を対象とした「みちのく村山プログラム」の開催で事業計画・

自己改革の取り組みの進捗状況を確認し確実に実践していき、事業の抜本的な見直し・検討も含め、直接販

売事業の強化と生産性の向上、施設の経営効率化に取り組み、さらなる事業の発展をめざしてまいります。

３月４日、３月５日の２日間、管内３地区で座談会を開催。３月４日、３月５日の２日間、管内３地区で座談会を開催。
様々な機会で頂いたご意見、ご要望は十分な検討を重ね、今後様々な機会で頂いたご意見、ご要望は十分な検討を重ね、今後
のＪＡ事業運営に反映させていきます。のＪＡ事業運営に反映させていきます。

特特集集

自己改革の実践に向けた組合員の意思反映

自己改革を支える経営基盤の確立・強化

地区別座談会

11月３日村山市の甑葉プラザで「ふるさと産業フェア」が開11月３日村山市の甑葉プラザで「ふるさと産業フェア」が開
催され、ＪＡ女性部の協力で作られた芋煮が振る舞われました。催され、ＪＡ女性部の協力で作られた芋煮が振る舞われました。

ふるさと産業フェア

当ＪＡとＪＡ共済連山形は、令和５年度２市１町に16基のカ当ＪＡとＪＡ共済連山形は、令和５年度２市１町に16基のカ
ーブミラーを寄贈しました。昭和48年から累計で1,105基になーブミラーを寄贈しました。昭和48年から累計で1,105基にな
ります。ります。

２市１町にカーブミラーを寄贈

3月28日｢JAみちのく村山営農法人協議会｣を設立。設立により、3月28日｢JAみちのく村山営農法人協議会｣を設立。設立により、
農業法人の連携を強め、また情報や課題を共有し、農産物の高品質農業法人の連携を強め、また情報や課題を共有し、農産物の高品質
生産により有利販売を図り、地域農業の振興を目指します。生産により有利販売を図り、地域農業の振興を目指します。

｢JAみちのく村山営農法人協議会｣の設立

おばね産直館「はいっと」では、様々なイベント時だけではおばね産直館「はいっと」では、様々なイベント時だけでは
なく、１年をとおして山形牛の販売をおこない、消費拡大に取なく、１年をとおして山形牛の販売をおこない、消費拡大に取
組んでいます。組んでいます。

山形牛の消費拡大

食育教育を目的とし、子供たちに土とのふれあいから自然や食育教育を目的とし、子供たちに土とのふれあいから自然や
農業の大切さ、食と農のかかわりを学んでもらおうと、年間を農業の大切さ、食と農のかかわりを学んでもらおうと、年間を
とおしてその支援活動に取り組んでいます。とおしてその支援活動に取り組んでいます。

食育を目的とした農業体験
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ＪＡみちのく村山自己改革工程表 数値編

重 点 目 標 成果指標・目標値

農業者の所得増大・農業生産の拡大

需要に結びついた米の品種誘導・生産振興の推進

対象者：農業者 売上増加の効果

令和７年度 主食米シェアの拡大 Ｒ４年度対比＋6,750俵

選果施設を拠点にした銘柄産地の確立

対象者：農業者 規模維持・拡大

令和７年度 新規就労者10名以上の獲得 10名以上の獲得

肥料・農薬の大型規格商品の取り組み

対象者：担い手農家 売上増加の効果

令和７年度 2,100万円 前年対比＋50万円

山形牛普及の消費拡大運動実施とネット販売強化

対象者：必要とするすべての方 売上増加の効果

令和７年度 １億円 前年売上＋1,000万円

農業融資にかかる相談機能の充実・強化

対象者：農業者 相談機能の充実

令和７年度 ５億円 毎年100名

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

前年対比＋2,250俵 前年対比△12,375俵(△5.5％) Ｒ４年度対比＋4,500俵 Ｒ４年度対比＋6,750俵

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

２名以上 ４名 ４名以上 ２名以上

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

2,000万円 3,815万円 2,050万円 2,100万円

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

8,000万円 7,500万円 9,000万円 １億円

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

５億円 4.5億円 ５億円 ５億円

地 域 の 活 性 化

食農教育を目的とした園児･児童を対象とした農業体験の場づくり

令和７年度 実施回数 年／23回

各種教室の開催(地産地消を目的とした料理教室･手芸教室･体操教室等)

令和７年度 実施回数 年／50回

投資信託への取り組みによる組合員･地域の方々の資産対策

令和７年度 １億5,000万円

各種イベント･スマホ教室･セミナー等の開催による組合員･地域の方々への貢献

令和７年度 年／40回

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

年／８回 年／23回 年／23回 年／23回

目 標 実 績 目 標 目 標

年／20回 年／51回 年／50回 年／50回

目 標 実 績 目 標 目 標

3,000万円 7,298万円 9,000万円 １億5,000万円

目 標 実 績 目 標 目 標

年／35回 年／36回 年／37回 年／40回

経営基盤の確立・強化

｢みちのく村山プログラム｣で自己改革の取り組みの進捗管理と
事業の見直し・検討を含めた会議の開催

令和７年度 事業の見直し･検討を含め､経営効率化に取り組む

施設の有効活用に向けた管理体制の構築

令和７年度 遊休資産の利活用・条件を整備し早期に実行

内部留保の充実

令和７年度 定款および中央会指標に基づき内部留保の充実につとめる

令和５年度 令和６年度 令和７年度

目 標 実 績 目 標 目 標

年／10回 年／２回 年／10回 年／10回

目 標 実 績 目 標 目 標

内容整理 一部実施 一部実施 一部実施

目 標 実 績 目 標 目 標

当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上 当期剰余金の１/５以上

対 話 ・ 意 思 反 映

項 目

地区別座談会(各地区回数／出席人数合計)

地区別総代協議会(各地区回数／出席人数合計)

運営委員会(青年部･女性部･各地区実行組合長代表･生産者代表･学識経験者)

定期訪問を通しての組合員・利用者との対話

ホームページ･広報誌等を活用した当ＪＡに対しての意見募集

令和５年度計画 令和５年度実績 令和６年度計画 令和７年度計画

各地区１回／170名 147名 各地区１回／180名 各地区１回／190名

各地区１回／130名 146名 各地区１回／140名 各地区１回／150名

２回以上 ２回 ２回以上 ２回以上

１職員／年12回 １職員／年12回 １職員／年12回 １職員／年12回

年２回 年２回 年２回 年２回

尾
花
沢
す
い
か

尾
花
沢
す
い
か

尾
花
沢
す
い
か

生
産
部
会
総
会

生
産
部
会
総
会

生
産
部
会
総
会

尾
花
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
す
い
か

生
産
部
会
は
５
月
９
日
、
尾
花
沢

営
農
セ
ン
タ
ー
で
第
55
回
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
経
過
報
告
並

び
に
収
支
決
算
書
の
承
認
な
ど
４

議
案
は
満
場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は
、
「
10

年
、
20
年
と
続
く
す
い
か
産
地
」

と
し
て
、
良
品
質
生
産
と
出
荷
平

準
化
を
基
本
に
、
消
費
者
へ
美
味

し
い
す
い
か
を
届
け
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
引
き
続
き
、

部
会
長
に
大
山
功
氏
、
副
部
会
長

に
大
類
賢
也
氏
、
倉
金
和
美
氏
、

阿
部
淳
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
５
月
10
日
、

東
京
都
千
代
田
区
で
「
食
料
・
農

業
・
地
域
政
策
推
進
全
国
大
会
」

を
開
き
ま
し
た
。
与
党
議
員
を
は

じ
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て

全
国
の
Ｊ
Ａ
代
表
ら
４
０
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
依
然
と
し
て
続
く

生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が
農
業
経

営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

中
、
生
産
コ
ス
ト
を
適
正
に
反
映

し
た
価
格
転
嫁
の
重
要
性
や
早
期

の
仕
組
み
づ
く
り
を
訴
え
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
見
直
し

に
向
け
た
政
策
提
案
の
実
現
を
与

党
に
要
請
し
ま
し
た
。

▲再任された新役員(右から阿部副部会長、
倉金副部会長､大山部会長､大類副部会長)

▲オンラインで参加した当ＪＡの役職員

食
料
・
農
業
・
地
域

食
料
・
農
業
・
地
域

食
料
・
農
業
・
地
域

政
策
推
進
全
国
大
会

政
策
推
進
全
国
大
会

政
策
推
進
全
国
大
会

５
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
「
令

和
６
年
産
さ
く
ら
ん
ぼ
情
報
交
換

会
」
が
開
か
れ
、
各
支
部
の
役
員

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
重
点
取
引
市
場

２
社
の
販
売
担
当
者
が
参
加
。
同

生
産
部
の
井
澤
健
司
部
長
が
「
管

理
を
徹
底
し
て
、
高
品
質
の
さ
く

ら
ん
ぼ
出
荷
に
最
大
限
努
力
す
る

と
と
も
に
、
農
作
業
事
故
に
は
十

分
気
を
つ
け
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か

ら
、
16
日
に
実
施
し
た
作
況
調
査

の
結
果
、
園
地
に
ば
ら
つ
き
が
あ

り
、
「
や
や
少
な
い
」
結
果
と
な

っ
た
こ
と
や
双
子
果
の
発
生
が
多

い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
販
売
基
本
方
針
で
は
、

「
重
点
市
場
等
と
の
販
売
状
況
等

の
情
報
共
有
及
び
計
画
出
荷
に
よ

る
価
格
の
維
持
」
な
ど
３
つ
の
方

針
が
示
さ
れ
、
市
場
の
担
当
者
か

ら
は
、
消
費
地
の
情
勢
や
販
売
方

策
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
活

発
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲さくらんぼの情報交換会

▲さくらんぼの管理講習会(三原さんの園地)

こ
だ
わ
り
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

こ
だ
わ
り
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

こ
だ
わ
り
の
さ
く
ら
ん
ぼ
出
荷
間
近

高
品
質
出
荷
、
情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

高
品
質
出
荷
、
情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

高
品
質
出
荷
、
情
報
共
有
で
有
利
販
売
目
指
す

さ
く
ら
ん
ぼ
の
本
格
的
出
荷
を

目
前
に
控
え
、
村
山
営
農
セ
ン
タ

ー
さ
く
ら
ん
ぼ
生
産
部
は
、
５
月

22
日
、
23
日
の
２
日
間
、
村
山
市

内
の
各
地
区
（
楯
岡
・
西
郷
・
葉

山
・
戸
沢
）
の
園
地
で
収
穫
前
の

管
理
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

葉
山
地
区
で
は
50
人
の
生
産
者

が
参
加
し
、
三
原
勝
さ
ん
の
園
地

で
実
施
。
北
村
山
農
業
技
術
普
及

課
の
長
岡
正
三
専
門
普
及
指
導
員

が
良
品
質
生
産
に
向
け
た
管
理
に

つ
い
て
説
明
し
、
６
月
上
旬
頃
か

ら
始
ま
る
主
力
品
種
「
佐
藤
錦
」

の
本
格
出
荷
に
向
け
今
後
の
作
業

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
16
日

に
は
、
本
格
出
荷
２
年
目
と
な
る

「
や
ま
が
た
紅
王
」
の
講
習
会
が
、

西
郷
地
区
の
井
上
敏
春
さ
ん
の
園

地
で
開
か
れ
25
人
が
参
加
。
大
玉

生
産
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

市
場
担
当
者
を
交
え
情
報
交
換
会

▲｢やまがた紅王｣の栽培講習会(井上さんの園地）



８９

大
き
く
な
っ
て
ね

宝
栄
牧
場
で
入
牧
式

大
き
く
な
っ
て
ね

宝
栄
牧
場
で
入
牧
式

大
き
く
な
っ
て
ね

宝
栄
牧
場
で
入
牧
式

尾
花
沢
市
の
宝
栄
牧
場
で
５
月

23
日
、
牛
の
入
牧
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
放
牧
さ
れ
た
の
は
、

当
Ｊ
Ａ
管
内
と
天
童
市
か
ら
、
和

牛
の
繁
殖
牛
39
頭
。
牛
た
ち
は
消

毒
さ
れ
た
後
、
健
康
検
査
、
体
測

な
ど
を
手
際
よ
く
済
ま
せ
、
約

80
㌶
の
広
大
な
草
原
に
放
た
れ
、

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
駆
け
回
り

25
㌢
ほ
ど
に
伸
び
た
牧
草
を
は
ん

で
い
ま
し
た
。

入
牧
式
で
は
、
同
市
の
五
十
嵐

満
徳
農
林
課
長
が
「
素
牛
価
格
の

高
騰
を
受
け
、『
尾
花
沢
生
れ
、
尾

花
沢
育
ち
』
の
一
貫
経
営
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
今
後
も
繁
殖
牛

の
増
頭
や
施
設
整
備
を
支
援
し
て

い
く
。
今
回
入
牧
し
た
牛
に
つ
い

て
は
、
下
牧
ま
で
元
気
に
過
ご
せ

る
よ
う
努
め
て
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

牧
場
は
、
標
高
500
㍍
以
上
に
位

置
し
、
夏
で
も
牛
に
は
過
ご
し
や

す
い
気
候
で
、
自
然
の
牧
草
を

た
っ
ぷ
り
食
べ
て
過
ご
し
ま
す
。

10
月
下
旬
の
下
牧
す
る
頃
に
は
、

体
重
も
大
幅
に
増
え
、
起
伏
の
あ

る
草
地
で
運
動
す
る
こ
と
で
、
足

腰
の
強
い
健
康
な
牛
に
育
ち
、
農

家
の
元
に
帰
っ
て
行
き
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
５
月
９
日
、
Ｊ
Ａ
本

店
に
お
い
て
米
や
野
果
菜
、
畜
産

関
係
の
各
生
産
組
織
の
代
表
や
Ｊ

Ａ
役
職
員
ら
45
人
が
参
加
し
て

｢
農
作
物
豊
作
安
全
祈
願
祭
｣
を
開

き
、
関
係
組
織
の
代
表
が
玉
串
を

捧
げ
、
五
穀
豊
穣
と
農
作
物
の
高

値
販
売
並
び
に
農
作
業
の
安
全
を

祈
願
し
ま
し
た
。

神
事
に
続
き
三
浦
組
合
長
が

「
毎
年
気
象
変
動
に
悩
ま
さ
れ
る

が
、
新
規
就
農
者
も
増
え
て
き
て

い
る
中
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
が
一
致

団
結
し
て
納
得
の
行
く
結
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。
出
席
者
の
願
い
が

込
め
ら
れ
た
絵
馬
が
、
村
山
市
河

島
に
あ
る
「
白
山
神
社
」
に
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
か
れ
た
「
農
作
物

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式
」
で

は
、
祈
願
祭
の
参
加
者
に
加
え
警

察
や
行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
な
ど
約

60
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

近
藤
専
務
が
「
Ｊ
Ａ
み
ち
の
く

村
山
と
し
て
も
農
家
お
よ
び
各
関

係
機
関
と
連
携
し
、
農
作
物
の
盗

難
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
て
い
く
。

丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
作
物
を
守

ろ
う
」
と
宣
言
し
、
三
浦
組
合
長

を
本
部
長
と
す
る
「
農
作
物
盗
難

防
止
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し

た
。対

策
本
部
設
置
に
伴
い
、
同
本

部
長
よ
り
村
山
・
尾
花
沢
・
大
石

田
の
営
農
セ
ン
タ
ー
長
に
自
主
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
用
の
腕
章
が
伝
達

さ
れ
、
各
班
に
分
か
れ
て
さ
っ
そ

く
巡
回
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。

近
年
、
同
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
さ
く

ら
ん
ぼ
の
盗
難
事
件
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
は
毎
年
発

生
し
て
い
ま
す
。
警
察
に
よ
る
巡

回
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、
生
産

者
や
Ｊ
Ａ
、
自
治
体
、
そ
の
他
関

係
機
関
と
も
連
携
し
て
盗
難
被
害

防
止
運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

▲巡回活動に出発する関係者ら

▲放牧前の消毒作業

▲雄大な牧場に放たれ、牧草をはむ牛

順調に生育順調に生育順調に生育

管内５育苗施設で水稲苗引き渡し管内５育苗施設で水稲苗引き渡し管内５育苗施設で水稲苗引き渡し

▲苗箱を組合員のトラックへ積込み（尾花沢）

当ＪＡ管内５つの水稲育苗施設（村山市中央、葉

山、戸沢、尾花沢、大石田）では、４月中旬に播種

作業が行われた苗が順調に生育、５月中旬から水稲

苗の引き渡しが行われました。

どの施設も、ピークの時期には早朝から農家のト

ラックの行列ができ、従業員や職員によって次々に

積み込まれました。

出荷規格を再確認出荷規格を再確認出荷規格を再確認

アスパラの目ぞろえ会アスパラの目ぞろえ会アスパラの目ぞろえ会

▲アスパラガスの出荷規格を確認する部会員

ＪＡ尾花沢営農センターアスパラガス生産部会は

５月９日、尾花沢市の中ノ段集荷場で目ぞろえ会を

開きました。生産者や市場関係者など20人が参加。

見本を手に取り、出荷規格を再確認しました。

遠藤正彦部会長のあいさつに続き、山形丸果中央

青果㈱の渡辺友男執行役員野菜部長が他産地の情勢

を報告。渡辺部長は「尾花沢産のアスパラガスは、

品質も良く規格もしっかりしている。最盛期に向け

てさらなる出荷をお願いする」と話しました。

ＪＡ職員が出荷規格や収穫時の注意点などを説明。

参加した生産者は出荷規格の見本を手に取り、傷や

穂の開き、結束テープの位置などを細かく確認しま

した。

▶
さ
く
ら
ん
ぼ
給
食
を
楽
し
む
大
久
保

小
学
校
の
児
童

村山市の大久保小学校では５月15日、地元農家か

ら提供された加温さくらんぼが給食に提供され、全

校児童62人が味わいました。

大久保地区の農家で組織する「食材応援団」の協

力で実施したもので、この日は、メンバーの森諭平

さんが早朝収穫した「佐藤錦」が届けられました。

ランチルームで味わった児童たちは、「甘くてとて

も美味しい」とにこにこ顔。一足早い初夏の味を楽

しんでいました。

当ＪＡは、村山市のふるさと納税返礼品で特に人

気の高い「さくらんぼ」の発送にかかわる作業の一

部を、５月13日から24日までの平日、村山市社会福

祉協議会総合福祉支援センター多機能型事業所わっ

しょい！に作業委託し、スムーズな発送に協力を得

ました。

ＪＡと地域との結びつきを大切にするという地域

社会への貢献の一環として農福連携で昨年に引き続

き取り組みました。この農福連携とは、農業分野の

課題である労働力不足と福祉分野の課題である障害

者雇用・就労機会の拡大について、解決に向けてＪ

Ａと社会福祉協議会がマッチングを行うことであり、

当ＪＡのふるさと納税返礼品発送には多くの労働力

が必要となることから、今回の連携は感謝しています。

▲返礼品さくらんぼのダンボールの組み立て作業

ふるさと納税返礼品発送に一役ふるさと納税返礼品発送に一役ふるさと納税返礼品発送に一役

農福連携で地域に貢献農福連携で地域に貢献農福連携で地域に貢献

さくらんぼ給食に笑顔さくらんぼ給食に笑顔さくらんぼ給食に笑顔 ▶
豊
作
安
全
祈
願
祭
で
あ
い
さ
つ
す
る

三
浦
組
合
長

農
作
物
の
豊
作
安
全
祈
願
祭
と

農
作
物
の
豊
作
安
全
祈
願
祭
と

農
作
物
の
豊
作
安
全
祈
願
祭
と

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式
を
開
く

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式
を
開
く

盗
難
防
止
対
策
運
動
開
始
式
を
開
く

▶
営
農
セ
ン
タ
ー
長
に
自
主
警
戒
腕
章

を
伝
達
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❶七夕の短冊を付ける植物

❷鳥が羽ばたかせるもの

❸東北地方で牛のこと

❹だしじゃことも呼ばれます

❺ひ孫の子どもです

❼ロンドンの――空港は英国最

大の国際空港です

❾ポンポンと地面で突いて遊び

ます

11高校球児が試合をするときに

履きます

13ピサにあるものは傾いている

ことで有名です

15シャンプーの後で使う人もい

ます

17侍が腰に差していたもの

19――ふり構わずがむしゃらに

取り組んだ

21漢字などに付ける小さな文字

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの

文字を順に並べてできた言葉が答えです。

22

23

18

19

20

21

14

15

16

17

11

12

13

８

９

10

６

７

１

２

３

４

５

⬇ タテのカギ

❶小説を書く人をこう呼ぶこと

も

❸貼り合わせて合板を作ります

❻アジやイワシと並んでよく食

べられる青魚

❼天の川を渡って織り姫に会い

に行きます

❽春がスプリングなら夏は

10目で見える範囲のこと

12手首のこと。――ハンド

142024年の夏季五輪が行われる

都市

16渡り――を通って隣の校舎へ

行った

18アウターの反対語

20ウイスキーはこの中で熟成し

ます

22病気の治療や予防に使われま

す

23打ち上げ――、線香――

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

答え

Ａ

➡ ヨコのカギ

17

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

パズル正解者の中から厳正な抽選の結果､下記の

５名の方が当選しました。おめでとうございます。

５月号の答え ｢ナガグツ｣

[ハガキ記入例]
◆応募のきまり

•応募は１人につき１回有効です。

•紙面の都合により「みちのくぼいす」

に掲載されないこともあります。

•｢みちのくぼいす｣に掲載されない場合

も、パズルは抽選対象になります。

•当選発表を『ふれあい』７月号で行い

ます。あらかじめご了承ください。

◆応募先

•ハガキ…[記入例]をご参照ください。

•電子メール…fureai@mitinoku.or.jp

•FAX…0237-55-5825

◆応募締め切り ６月24日(月)

※ 当日消印有効
ペンネームを使用する方は、

本名・ペンネーム両方とも

記入して下さい

パズルを解いて、さあ応募！パズルを解いて、さあ応募！

すてきな賞品をプレゼント

みちのくぼいす「テーマ大賞」…………１名

クロスワードパズル正解者の中から……５名

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
63

住所の書き忘れにも
ご注意下さい！

①パズルの答え

②｢みちのくぼいす｣テ

ーマなどに関する身

近な話題、ご意見・

ご感想

③郵便番号・住所

④氏名・ペンネーム

⑤年齢

⑥性別

⑦電話番号
•まだらボケさん(尾花沢市)

•桜モモコさん(大石田町)

•Ｇちゃんさん(村山市)

•スガッチさん(村山市)

•ちろちゃんママさん(尾花沢市)

テ ナ ン ト オ ク

カ タ ツ ム リ サ

チ チ ビ カ ン

オ バ バ ン グ ミ

ク ナ マ ガ ワ キ

モ バ ツ グ ヤ

サ ラ ダ タ コ

Ｄ

Ａ

Ｅ

Ｂ
Ｃ

Ｃ

今
回
の
テ
ー
マ

◆
毎
月
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
次
回
の
テ
ー
マ
は
…

｢我
が
家
の

省
エ
ネ
・
節
約
術
｣で
す
。

電
気
料
の
値
上
げ
も
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
夏
本
番
を
む

か
え
ま
す
。
皆
さ
ん
が
日
頃
、
無
理

せ
ず
節
約
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

｢我
が
家
の
家
庭
菜
園
｣

毎
年
色
々
な
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
が
、

特
に
ト
マ
ト
が
大
好
き
な
の
で
た
く
さ
ん
育

て
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
雨
が
あ
ま
り
降

ら
な
い
の
で
水
や
り
が
大
変
で
す
。

(大
石
田
町

隊
長
さ
ん
)

節
分
飾
り
の
柊
鰯
の
枝
豆
に
豆
が
入
っ
て

残
っ
て
い
た
の
で
去
年
プ
ラ
ン
タ
ー
２
個
に

豆
を
撒
い
て
水
を
や
り
芽
が
出
る
か
や
っ
て

み
た
。
芽
は
出
た
が
枝
が
伸
び
す
ぎ
て
上
手

く
出
来
な
か
っ
た
。
今
年
も
プ
ラ
ン
タ
ー
に

豆
を
撒
き
水
を
や
り
去
年
の
失
敗
の
な
い
よ

う
に
や
っ
て
み
た
い
。

(東
京
都
あ
き
る
野
市

Ｙ
ｕ
じ
さ
ん
)

夏
の
定
番
の
ナ
ス
・
き
ゅ
う
り
・
ト
マ
ト

を
始
め
色
と
り
ど
り
作
り
ま
す
が
、
畑
の
コ

ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
、
も
っ
ぱ
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
先
生
に
頼

っ
て
い
ま
す
。
自
分
が
担
当
に
な
っ
た
数
年

は
驚
く
ほ
ど
立
派
に
育
っ
て
い
た
の
に
、
根

瘤
病
や
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
続
け
る
近
年
で
す
。

芽
が
出
揃
っ
た
次
の
日
に
全
滅
し
た
ら
泣
け

て
き
ま
す
。

(村
山
市

エ
ル
フ
マ
マ
さ
ん
)

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
な
ど
を
植
え
た
い
の

で
す
が
、
猫
の
額
ほ
ど
の
敷
地
し
か
な
く
、

ハ
ー
ブ
な
ど
の
香
草
し
か
育
て
て
い
ま
せ
ん
。

無
い
物
ね
だ
り
で
す
が
…
。

(京
都
府
京
都
市

サ
ラ
ダ
さ
ん
)

①
家
庭
菜
園
：
今
年
は
母
が
作
っ
て
い
る

畑
の
隅
っ
こ
を
わ
け
て
も
ら
い
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
②

今
年
も
暑
く
な
り
そ
う
で
作
物
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
先
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
サ
ク

ラ
ン
ボ
は
昨
年
よ
り
収
穫
量
が
へ
り
、
双
子

サ
ク
ラ
ン
ボ
が
多
く
な
る
と
か
。
③
暑
い
日

に
冷
た
い
ス
イ
カ
を
食
べ
る
の
は
至
福
の
時

間
。
ス
イ
カ
作
り
を
学
ぶ
若
者
の
記
事
が
載

っ
て
い
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
、
と
応
援
し
ま

す
。

(尾
花
沢
市

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
)

自
由
気
ま
ま
マ
イ
ペ
ー
ス
に
で
き
る
家
庭

菜
園
は
魅
力
的
で
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
夫

か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
作
し
て
も
ら
い
、

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
一
人

で
畝
作
り
か
ら
始
め
て
２
年
目
に
な
り
ま
す
。

４
月
に
25
度
以
上
の
気
温
が
続
く
と
、
せ
っ

か
ち
な
私
は
早
く
種
を
ま
き
苗
を
植
え
た
い

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
１
年
目
の

経
験
か
ら
、
ま
だ
早
い
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
、
逸
る
気
持
ち
を
押
さ
え
な
が
ら
、
霜
や

低
温
注
意
報
な
ど
天
気
予
報
に
耳
を
傾
け
、

時
期
を
待
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

新
鮮
な
旬
の
野
菜
を
子
ど
も
、
孫
た
ち
に
も

届
け
た
い
と
思
い
な
が
ら
、
虫
・
鳥
た
ち
や

雑
草
、
そ
し
て
、
自
然
と
向
き
合
う
日
々
が

続
き
ま
す
。

(尾
花
沢
市

め
い
さ
や
さ
ん
)

我
が
家
の
家
庭
菜
園
も
広
す
ぎ
る
様
に
な

っ
た
。
家
族
が
多
い
と
き
は
い
ろ
ん
な
野
菜

を
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
き
れ
な
い
ほ
ど
作
っ
た

が
、
今
は
老
い
の
二
人
だ
け
、
西
瓜
を
待
っ

て
い
る
人
も
い
る
け
ど
、
今
年
は
大
玉
を
止

め
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
小
玉
だ
け
に
し
、
野

菜
も
二
人
で
食
べ
き
れ
る
ぐ
ら
い
だ
け
に
し

た
。

(尾
花
沢
市

ま
だ
ら
ボ
ケ
さ
ん
)

今
年
の
我
が
家
の
家
庭
菜
園
は
プ
ラ
ン
タ

ー
菜
園
で
す
。
昨
年
ま
で
は
実
家
の
畑
を
作

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
プ
ラ
ン
タ
ー
に

Ｊ
Ａ
女
性
部
よ
り
も
ら
っ
た
ト
マ
ト
と
ピ
ー

マ
ン
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
毎
日
水
を
か
け

て
孫
と
一
緒
に
成
長
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
孫
と
収
穫
す
る
の
が
待

ち
遠
し
い
で
す
。

(尾
花
沢
市

ポ
チ
子
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
の
３
／
16
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ダ
イ

ヤ
改
正
ス
タ
ー
ト
時
に
、
新
し
い
山
形
新
幹

線
車
両
立
ち
上
げ
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
山
形
エ
リ
ア
拡
大
の
便
利
さ
も
話
題
沸
騰

が
目
立
ち
ま
し
た
。

(埼
玉
県
滑
川
町

Ｍ
．
Ｔ
．
さ
ん
)

毎
年
の
気
候
が
い
ろ
い
ろ
な
の
で
今
年
は

ど
う
な
る
か
楽
し
み
で
す
。
よ
く
観
察
し
て

世
話
す
る
こ
と
が
大
切
！
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市

草
と
り
と
お
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

シ
シ
ト
ウ
と
思
っ
て
が
ん
ば
っ
て
育
て
て

い
ま
し
た
が
、
ピ
ー
マ
ン
が
で
き
て
ガ
ッ
カ

リ
で
し
た
。
店
の
人
は
信
用
で
き
な
い
で
す
。

(村
山
市

Ｇ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

我
が
家
は
庭
の
片
隅
を
畑
に
し
ま
し
た
。

い
ち
ご
、
え
だ
豆
、
な
す
、
ア
ス
パ
ラ
、
ミ

ニ
ト
マ
ト
と
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
で
す
。
そ
れ
で

も
実
が
な
る
と
嬉
し
い
で
す
。

(村
山
市

お
ば
さ
ん
さ
ん
)

野
菜
は
育
て
て
い
な
く
て
、
花
を
育
て
て

い
ま
す
。
野
菜
を
う
ま
く
育
て
ら
れ
る
人
は

す
ご
い
な
あ
、
と
思
い
ま
す
。
い
つ
か
は
野

菜
を
う
ま
く
育
て
ら
れ
る
よ
う
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
た
い
で
す
。

(愛
知
県
岡
崎
市

あ
ふ
が
ん
さ
ん
)

な
ん
で
今
年
は
雪
も
雨
も
少
な
い
ん
だ
ろ

う
。
農
家
は
大
変
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

(と
っ
こ
ね
え
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

今
年
は
雪
も
少
な
く
、
冬
越
し
の
雪
の
下

の
キ
ャ
ベ
ツ
が
早
く
よ
り
顔
を
出
し
、
皮
も

や
わ
ら
か
く
、
甘
み
も
あ
っ
て
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
近
所
の
人
達
に
も
お
す
そ
分
け
。

ハ
ウ
ス
内
で
育
て
て
い
る
く
き
た
ち
、
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
も
今
は
エ
ン
ド
ウ
豆
の
花
も
咲
き
、

も
う
少
し
で
食
べ
ら
れ
そ
う
。
夫
が
１
人
で

頑
張
っ
て
畑
し
て
く
れ
、
私
は
食
べ
る
だ
け
。

何
か
申
し
訳
な
い
で
す
ね
。

(村
山
市

ユ
ッ
キ
ー
さ
ん
)

夫
が
亡
く
な
っ
て
早
11
年
。
そ
こ
か
ら
が

私
の
家
庭
菜
園
ス
タ
ー
ト
！
度
素
人
の
私
は

88
歳
の
母
親
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
ナ
ス
５

本
、
き
ゅ
う
り
２
本
、
ト
マ
ト
３
本
が
基
本

で
す
。
ト
マ
ト
は
孫
た
ち
に
好
評
で
す
。
今

年
も
お
い
し
く
な
る
か
な
。

(尾
花
沢
市

が
ん
ば
れ
ば
ぁ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

息
子
、
嫁
、
孫
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た
く
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、

キ
ュ
ウ
リ
に
ト
マ
ト
、
葉
物
類
一
通
り
植
え

て
い
ま
す
が
、
葉
物
か
ら
虫
が
出
た
り
す
る

と
二
度
と
「
ほ
し
い
」
コ
ー
ル
あ
り
ま
せ
ん
。

家
々
に
よ
っ
て
希
望
野
菜
も
違
う
し
。
そ
れ

で
も
じ
い
は
喜
ぶ
顔
見
た
く
今
日
も
頑
張
っ

て
い
ま
す
。(大

石
田
町

快
の
じ
い
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

昨
年
は
孫
が
夏
休
み
に
来
る
と
の
こ
と
で

楽
し
み
に
さ
つ
ま
い
も
畑
の
枯
れ
た
と
こ
ろ

や
、
間
に
す
い
か
を
種
か
ら
ま
き
ま
し
た
。

(
も
う
苗
は
ど
こ
の
お
店
に
も
な
く
て
)
し
っ

か
り
芽
が
出
て
育
っ
た
の
で
す
が
、
子
づ
る
、

孫
づ
る
に
な
っ
た
ら
も
う
さ
つ
ま
い
も
と
雑

草
と
で
わ
か
ら
な
く
な
り
、
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
日
本
当
の
す

い
か
が
さ
つ
ま
い
も
畑
で
大
き
く
な
っ
て
い

ま
し
た
！
い
っ
ぱ
い
見
つ
か
り
も
う
び
っ
く

り
で
す
！
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
も
と

夫
は
早
く
か
ら
畑
を
耕
し
て
種
ま
き
を
せ
か

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
超
デ
カ
さ
つ
ま
い

も
！
今
年
も
と
願
っ
て
近
く
に
植
え
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
で
す
。

(村
山
市

１
９
５
０
年
生
れ
の
女
さ
ん
)

毎
年
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
サ
ツ

マ
イ
モ
な
ど
作
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
今
年

は
野
菜
が
高
い
と
聞
き
、
も
っ
と
色
々
な
も

の
を
作
る
か
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、

旬
の
時
期
に
な
る
と
余
っ
て
し
ま
う
の
が
悩

み
で
す
。
(
笑
)

(尾
花
沢
市

２
児
の
母
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

我
が
家
の
菜
園
は
小
さ
な
菜
園
に
キ
ュ
ウ

リ
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
し
し
と
う
の
四
種

類
だ
け
で
す
。
ト
マ
ト
や
す
い
か
な
ど
近
所

の
人
か
ら
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
す
。

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

畑
に
今
年
は
枝
豆
の
品
種
で
「
湯
あ
が
り

娘
」
と
「
晩
酌
茶
豆
」
を
植
え
ま
し
た
。
ま

だ
芽
が
出
て
い
ま
せ
ん
が
楽
し
み
で
す
。

(村
山
市

ス
ガ
ッ
チ
さ
ん
)

４
月
下
旬
、
ウ
キ
ウ
キ
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

落
花
生
、
胡
瓜
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
南
瓜
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
芋
、
ほ
う
れ
ん
草
、
人
参
の
種
を

蒔
き
ま
し
た
。
毎
日
、
ハ
テ
？
と
見
て
た
ら

ほ
う
れ
ん
草
の
芽
を
発
見
。
日
々
草
む
し
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

(大
石
田
町

桜
モ
モ
コ
さ
ん
)

我
が
家
の
家
庭
菜
園
は
年
間
50
種
類
以
上

の
作
物
を
育
て
て
い
る
。
我
な
が
ら
数
え
て

今
年
も
こ
の
季
節
が
来
た
か
ー
！
珍
し

い
品
種
を
育
て
て
み
て
は
成
功
し
た
り
、

失
敗
し
た
り
と
、
う
ま
ぐ
い
が
ね
。
ん
で

も
、
成
功
す
っ
ど
お
も
し
ゃ
い
ん
だ
よ
な

ぁ
。
今
年
は
白
ナ
ス
に
初
挑
戦
！
う
ま
ぐ

い
ぐ
ど
い
い
な
ぁ
。

(村
山
市

チ
ャ
ラ
男
さ
ん
)

み
て
び
っ
く
り
。
畑
う
な
い
は
お
父
さ
ん
、

種
ま
き
、
植
え
つ
け
、
収
穫
、
栽
培
の
ほ
と

ん
ど
は
私
が
管
理
。
趣
味
で
や
っ
て
い
る
と

は
い
え
毎
日
草
取
り
に
追
い
回
さ
れ
る
。
好

き
で
な
い
と
出
来
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ

ん
な
私
１
日
１
回
は
畑
を
見
な
い
と
気
が
落

ち
着
か
な
い
。
作
っ
た
物
は
２
人
暮
ら
し
で

食
べ
き
れ
な
い
の
で
娘
や
息
子
に
も
っ
て
い

っ
た
り
、
送
っ
て
や
っ
た
り
、
こ
れ
を
私
の

楽
し
み
の
一
つ
に
や
っ
て
い
る
。
家
計
が
助

か
る
な
ど
と
言
わ
れ
る
と
や
は
り
嬉
し
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
で
の
味
噌
作
り
に
も
毎

年
欠
か
さ
ず
に
参
加
し
、
孫
た
ち
に
も
分
け

て
や
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
豆
も
自
家
製
。
ば

あ
ち
ゃ
ん
の
味
噌
は
店
で
買
っ
た
も
の
よ
り

も
ず
っ
と
お
い
し
い
と
孫
の
言
葉
。
こ
れ
で

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
た
が
ん
ば
っ
て
し
ま
う
。

(村
山
市

シ
バ
ち
ゃ
ん
さ
ん
)

家
庭
菜
園
は
…
と
問
わ
れ
る
と
ち
ょ
っ
と

辛
い
と
こ
ろ
で
す
。
何
も
し
て
な
い
と
い
う

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ど
れ
も
プ
ラ
ン
タ

ー
の
も
の
ば
か
り
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
パ
セ

リ
・
大
葉
な
ど
で
、
お
話
で
き
る
よ
う
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
末
の
孫
娘
が

収
穫
し
て
き
て
夕
飯
の
卓
を
彩
り
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
空
地
も
あ
る
の
で
、
畑
を
や
っ
て
み

よ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
毎
日
忙
し
く
し
て

い
る
妻
か
ら
、
結
局
私
が
す
る
事
に
な
る
の

で
絶
対
ヤ
メ
テ
！
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

(尾
花
沢
市

マ
エ
ス
ト
ロ
さ
ん
)

我
が
家
の
家
庭
菜
園
は
、
小
さ
な
畑
に
ナ

ス
、
ト
マ
ト
な
ど
十
数
種
類
の
野
菜
を
植
え

て
い
ま
す
。
収
穫
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

新
鮮
な
野
菜
を
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
で
す
ね
。

(尾
花
沢
市

お
茶
々
さ
ん
)

テ
ー
マ
大
賞

今
は
、
夏
野
菜
の
苗
を
色
々
植
え
ま
し
た
。

収
穫
が
楽
し
み
で
す
。
早
く
大
き
く
な
れ
。

(大
阪
府
堺
市

た
ろ
や
ん
さ
ん
)

我
が
家
は
孫
が
大
好
き
な
ト
マ
ト
を
植
え

ま
し
た
。
ト
マ
ト
が
た
く
さ
ん
出
来
た
ら
孫

と
も
ぎ
取
り
し
て
一
緒
に
食
べ
ま
す
。
甘
く

て
美
味
し
い
ト
マ
ト
た
く
さ
ん
で
き
る
の
が

楽
し
み
で
す
。

(尾
花
沢
市

ち
ろ
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ん
)

退
職
し
た
妻
が
、
本
格
的
に
家
庭
菜
園
を

始
め
て
４
年
目
と
な
る
。
雨
の
日
以
外
は
、

朝
晩
畑
に
水
を
撒
い
て
、
ま
め
に
除
草
を
す

る
の
で
、
年
々
収
穫
物
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ

て
い
る
。
野
菜
の
収
穫
が
始
ま
る
と
、
食
卓

に
は
様
々
な
旬
の
野
菜
の
料
理
が
並
ぶ
。
夫

で
あ
る
私
の
担
当
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
だ
け
で
、

葉
っ
ぱ
の
蔓
が
伸
び
る
と
、
邪
魔
だ
と
文
句

を
言
わ
れ
る
。
家
庭
菜
園
に
も
領
有
権
が
あ

り
、
い
つ
の
ま
に
か
実
行
支
配
さ
れ
て
い
る
。

(村
山
市

馬
耳
痛
風
さ
ん
)

我
が
妻
は

畑
の
中
で
も

主
導
権

(村
山
市

馬
耳
痛
風
さ
ん
)

畑
よ
り

う
れ
し
き
植
え
て

プ
ラ
ン
タ
ー

日
々
眺
め
て
は

菜
園
な
り
て

(村
山
市

チ
コ
ち
ゃ
ん
に
ご
し
ゃ
が
れ
る
さ
ん
)

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

み
ち
の
く
川
柳
･短
歌
･俳
句
コ
ー
ナ
ー

Ｄ

Ｂ



私たちが対応いたします!私たちが対応いたします!私たちが対応いたします!私たちが対応いたします!
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お問い合わせは各支店ライフアドバイザーまでお気軽にどうぞお問い合わせは各支店ライフアドバイザーまでお気軽にどうぞ

軽部 和敦軽部 和敦 辻村 憂辻村 憂

髙橋めぐみ髙橋めぐみ

齋藤 淳哉齋藤 淳哉
野口 一久野口 一久

押切 智志押切 智志

西尾 千尋西尾 千尋

下山 春美下山 春美

尾﨑 洋介尾﨑 洋介

斉藤 亮斉藤 亮加藤 雄二加藤 雄二

古瀬 純古瀬 純

笹原 美幸笹原 美幸

葉山支店 ☎56-3777 楯岡支店 ☎55-2405

大石田支店 ☎35-3132 尾花沢支店 ☎22-0033

共済のご相談は

ライフアドバイザーの紹介

結城 陽子結城 陽子
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お知らせ掲示板お知らせ掲示板

2024 ＪＡみちのく村山 特別企画旅行年度

早期申込割引
2024年７月12日 までにお申込みをされた方は

5,000円割引いたします。旅行代金から

金

お問い合わせ･お申込みは…ＪＡみちのく村山旅行センター ☎0237-55-6314

大人お１人様大人お１人様 278,000278,000円円税込税込

１班 11月28日木～12月３日火１班 11月28日木～12月３日火

(洋室２名様１室ご利用)(洋室２名様１室ご利用)

２班 12月５日木～12月10日火２班 12月５日木～12月10日火
出発日

大人お１人様大人お１人様
(２名様１室ご利用)(２名様１室ご利用) 198,000198,000円円税込税込

出発日 12月12日木～12月15日日12月12日木～12月15日日

１．募集職種／総合職
２．採用予定人員／10名程度
３．応募資格

⑴専門学校、短大、大学の卒業者（令和７年３月卒業
見込み者含む）
※第二新卒・社会人経験のある方も歓迎します。

⑵居住地から通勤可能な方
４．応募方法

⑴応募書類
①自筆による受験願書兼履歴書
ＪＡみちのく村山独自の様式を使用します。用紙に
ついてはＪＡの本店に備えています。また、当ＪＡ
のホームページよりダウンロードできます。
②学業成績証明書
③卒業または卒業見込証明書（成績証明書と同一証
明の場合は省略可）

④写真２枚（１枚は履歴書に添付、もう１枚は受験
票に添付用）※最近３ヵ月以内に写した上半身
縦４㎝×横３㎝

⑤各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し
⑵応募受付期間
令和６年７月１日(月)～令和６年９月13日(金)【必着】
⑶書類提出先
〒995-0011 山形県村山市楯岡北町一丁目１番１号
ＪＡみちのく村山 管理部人事教育課 宛
※郵便で応募書類を提出するときは、封筒の表に
「職員採用応募書類在中」と朱記して下さい。

５．選考方法

⑴第１次試験
①試験日／令和６年９月20日(金)

午前８時30分から受付(予定)
②試験科目／総合適性検査（能力検査､性格検査）・

小論文
③試験会場／みちのく村山農業協同組合 本店
※応募者多数の場合は、第１次試験の前に書類選
考を行う場合があります。

⑵第２次試験／第１次試験の結果を踏まえ、後日、Ｊ
Ａみちのく村山本店にて面接試験を実施します。ま
た、面接試験日等は、第１次試験合格者に直接連絡
いたします。

６．待遇等
⑴採用時期／令和７年４月１日
⑵処遇／正職員
※６ヵ月間の試用期間有（給与条件等変更無）

⑶勤務場所／ＪＡみちのく村山管内（村山市・尾花沢
市・大石田町）

⑷給与等／大学卒 179,000円以上
短大卒 161,000円以上

※大学院・既卒に関しては年齢及び経験を考慮の上
優遇。

⑸昇給／年１回（４月）
⑹賞与／年２回（夏季・年末）
⑺諸手当／通勤手当・訪問手当・役付手当・時間外手
当・家族手当等

⑻休日／週休２日制（当ＪＡの各事業のカレンダーに
よる）・夏季休暇３日・年末年始休暇４日
年間休日合計 124日

⑼休暇／有給休暇・夏季休暇・年末年始休暇・慶弔休
暇・育児休暇・介護休暇

⑽その他／健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
等加入。

７．その他
⑴採用決定通知、その他の通知は、直接本人におこな
います。

⑵年齢制限については、卒業後概ね20年以内とし、新
規学卒者と併せて同一募集枠で募集します。

⑶提出していただきました書類は、採用業務に関して
のみ利用いたします。なお、提出書類につきまして
は、返却いたしませんのでご了承ください。

⑷採用実績

令和７年度採用 ＪＡみちのく村山職員募集要項(後期)

正規雇用労働者の
採用数(Ａ)

中途採用比率
(Ｂ／Ａ)

うち
中途採用者数(Ｂ)

2021年度 ８名 ０名 ０％

2022年度 ６名 ０名 ０％

2023年度 ３名 ０名 ０％

公表日／2024年４月８日

ＴＥＬ／0237-55-6311(内線115番)

ＦＡＸ／0237-55-5825

不明な点については管理部人事教育課にお問い合せ下さい。

前 文

ＪＡみちのく村山コンプライアンス基本方針ＪＡみちのく村山コンプライアンス基本方針

○ＪＡみちのく村山は、相互扶助の理念に基づき、農産物の供給源としての役割や金融機関としての役割な

ど、協同組合組織として組合員や地域社会に必要とされる事業を通じて、その生活の向上や地域社会の発

展に貢献するという基本的使命・社会的責任を担っています。

○ＪＡみちのく村山が、この基本的使命・社会的責任の実現に向けて、以下のコンプライアンス基本方針に

基づく事業を展開していきます。

基本方針 ○当組合は、ＪＡの担う基本的使命・社会的責任を果たし、組合員や利用者の多様なニーズを応える事業

を展開し社会の信頼を確立するため、当組合の役職員一人一人が高い倫理観と強い責任感を持って日常

の業務を遂行する。

○当組合は、創意と工夫を活かした質の高いサービスと組合員の目線に立った事業活動により地域社会の

発展に貢献する。

○当組合は、農業協同組合法の遵守や独占禁止法に違反する行為や違反するおそれのある行為を行わない

など、関連する法令等を厳格に遵守し社会的規範に基づき誠実かつ公正な業務運営を遂行する。

○経営情報の積極的かつ公正な開示をはじめ、広く地域社会とのコミュニケーションの充実を図るととも

に透明性の高い組織風土を構築し信頼の確立を図る。

○社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に対しては､確固たる信念をもって排除の姿勢を堅持する。

信用事業手数料改定のお知らせ信用事業手数料改定のお知らせ

ＪＡみちのく村山では、令和６年７月１日より信用事業手数料につきまして下記のとおり改定させて

いただくこととなりました。 今後ともお客さまにご満足いただけますよう、より一層のサービス向上

に努力してまいります。

詳細は、支店の窓口へお問合せ下さい｡

１．改定日／令和６年７月１日

２．主な改定内容 ※表示価格は消費税(10％)を含みます

取 扱 手 数 料 項 目 手数料金額
徴収方法

項 目 細 目 (円)

貸出・貯金等

事務共通

•残高証明書

(継続発行以外) (１通)

•取引明細表発行手数料 (１通)

６６０

６６０

受付の都度

〃

両替等事務

•両替・金種指定出金手数料

①１枚～２０枚

②２１枚～１０００枚

③１００１枚～２０００枚

④２００１枚以上、１０００枚

ごとに加算

無 料

５５０

１１００

５５０

取引の都度

〃

〃

〃

•硬貨取扱手数料

①１枚～５０枚

②５１枚～１０００枚

③１００１枚～２０００枚

④２００１枚以上、１０００枚

ごとに加算

無 料

５５０

１１００

５５０

取引の都度

〃

〃

〃



求人情報の提供

後日、紹介所から求人のある農家が紹介され

ますので、農家に電話して面接日時等を確認し

て下さい。

農家との面接

農家から指定された日時に訪問し、作業内容

や就業条件を確認して下さい。

採用通知

面接後または後日、農家から採用または不採

用の連絡があります。

就 業

採用の連絡があったら、雇用契約を締結し、

指定された日から雇用が始まります。

⬇

1819

お知らせ掲示板お知らせ掲示板

農業就労者の減少や高齢化等で労働力不足が深刻

化するなかで「無料職業紹介所」を開所しておりま

す。当紹介所では、求人・求職の申込みを受け、雇

用関係の成立を斡旋いたします。

求人の受付をしております。農家で、労働力を必

要とされている方は、ぜひご登録下さい。

おいしい山形で働いてみませんか！おいしい山形で働いてみませんか！

無料職業紹介の流れ

■連絡先／営農販売部営農企画課 ☎0237-55-6317

求人・求職の申込み

紹介所の窓口を訪れるか、電話で求人・求

職を申し込んで下さい。

窓口を訪れる場合は電話で日時を事前に予

約して下さい。

⬇

⬇

⬇

平素は、日本農業新聞をご購読いただき、誠にあ

りがとうございます。

さて、昨今の物価高や資源価格の高騰等により、

日本農業新聞の購読料につきまして、令和６年８月

から下記のとおり改定させていただくことになりま

した。

何卒ご理解を賜りますようお願い申しあげます。

日本農業新聞購読料改定のお知らせ日本農業新聞購読料改定のお知らせ

＊電子版につきましては、価格改定は

ございません。(月額2,403円)

米粉製粉所米粉製粉所
製粉料金の価格改定について製粉料金の価格改定について

※受付は３kg以上

からとなっており

ます。

令和６年６月１日より

１㎏ 300円(税込)

◎詳しくは

尾花沢営農センター／☎0237-22-2020まで

お問い合わせください。

■尾花沢地区

日時／７月６日(土) 午前９時～午後５時

場所／尾花沢経済事業所特設会場

■大石田地区

日時／６月29日(土) 午前９時30分～午後４時30分

場所／大石田営農センター前広場

2024 ＪＡ夏まつり2024 ＪＡ夏まつり

夏季従業員募集！夏季従業員募集！

期間中、職員は統一されたポロシャツを着用して

の勤務となります。皆様のご理解と

ご協力をお願い致します。

COOL BIZ 実施中COOL BIZ 実施中

クールビズ実施期間

６月１日～９月３０日

すいか集荷作業を一緒にやってみませんか？

■募集人数／若干名

■勤務地／東部すいか選果施設(尾花沢市)

西部すいか選果施設(大石田町)いずれか

■就労期間／令和６年７月上旬頃～８月下旬まで

■就労時間／午前８時～午後５時

■時 給／1,000円～

■業務内容／すいか選果に関する業務

■募集期間／令和６年６月24日(月)まで

東部・西部すいか選果施設

問い合わせ先

•東部すいか選果施設希望／担当：清野

☎0237-22-2020(尾花沢営農センター)

•西部すいか選果施設希望／担当：小内

☎0237-35-3131(大石田営農センター)

■募集人数／若干名

■勤務地／道の駅尾花沢「花笠の里 ねまる」

■採用条件／高校生以上

■就労期間／令和６年７月中旬～８月下旬まで

■就労時間／午前９時～午後５時

■業務内容／すいか販売ならびに発送業務の補助等

道の駅尾花沢 ｢花笠の里 ねまる｣

問い合わせ先

道の駅 尾花沢 ｢花笠の里 ねまる｣

☎0237-24-3535

■募集人数／若干名

■勤務地／

ＪＡグリーンおばなざわ 産直館 ｢はいっと｣

■採用条件／高校生以上

■就労期間／

令和６年７月20日(土)～８月15日頃まで

■就労時間／午前８時45分～午後４時15分

■業務内容／すいか販売ならびに発送業務の補助

尾花沢 ｢すいか村｣

問い合わせ先

ＪＡグリーンおばなざわ 産直館 ｢はいっと｣

☎0237-22-2211

㈱みちのくサービス社員

会では、ＳＤＧｓ・社会貢

献活動として各事業所で集

めたペットボトルキャップ

を㈱クリーンシステムに持

ち込みました。集められた

キャップは、車いす等の購

入に役立てられ、福祉施設

等へ寄贈されます。

㈱みちのくサービスで㈱みちのくサービスで
社会貢献活動を行いました社会貢献活動を行いました

当ＪＡは、行政機関等と連携して尾花沢すいかの

新規就農支援を行い､離農などによる取扱量減少の課

題解決に尽力したことが認められ、農林中央金庫山

形支店から地域部門の優秀賞として表彰されました。

５月29日に、同支店の笠原康弘支店長が来所し、

三浦組合長が表彰状を受け取りました。

農林中央金庫から表彰農林中央金庫から表彰

▶
左
か
ら
、
三
浦
組
合
長
、

笠
原
支
店
長


